
「整備手法」に関する資料 

○公共施設の整備手法としては、市が、計画から、設計、施工、維

持管理、運営のすべてを行う従来型の手法と公共サービスの提供

において、何らかの形で民間が参画するＰＰＰ（public private 

partnership ﾊ゚ﾌ゙ﾘｯｸ・ﾌ゚ﾗｲﾍ゙ーﾄ・ﾊ゚ーﾄﾅーｼｯﾌ゚ 官民連携）の手法

があります。 

○ＰＦＩ（private finance initiative ﾌ゚ﾗｲﾍ゙ーﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｽ･ｲﾆｼｱﾁﾌ゙）

は、ＰＰＰの整備手法の一つです 

○次回の検討会議では、ＰＦＩを中心に多様な整備手法について説

明します。 

○事前配布資料は次のとおりです。 

・国交省のPPP／PFIへの取組みと案件形成の推進資料（抜粋） 

・PFIについて 

・ＰＦＩ方式で想定されるメリットとデメリット 

（柏崎市新庁舎基本計画 資料編１２ページの抜粋） 

・新潟市ＰＦＩ推進基本方針の概要 

ご確認ください。 
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ＰＦＩについて

１．ＰＦＩとは

ＰＦＩとは、公共事業を実施するための手法の一つです。民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）

を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法です。あくま

で地方公共団体が発注者となり、公共事業として行うものであり、ＪＲやＮＴＴのような民営化とは違いま

す。

正式名称を、Pri vate－Fi nance－I ni ti ati ve（プライベート・ファイナンス・イニシアチブ）とい

い、頭文字をとってＰＦＩと呼ばれています。

２．ＰＦＩ事業の実施により、期待される効果

・ＰＦＩ事業では、民間事業者の経営上のノウハウや技術的能力を活用できます。また、事業全体のリス

ク管理が効率的に行われることや、設計・建設・維持管理・運営の全部又は一部を一体的に扱うことに

よる事業コストの削減が期待できます。これらにより、コストの削減、質の高い公共サービスの提供が

期待されます。

・従来、地方公共団体等が行ってきた事業を民間事業者にゆだねることから、民間に対して新たな事

業機会をもたらすなど経済の活性化に資するといわれています。

３．ＰＦＩの仕組み

ＰＦＩでは設計、建設、維持管理、運営の全ての業務を長期の契約として一括してゆだねます。さらに、

ＰＦＩでは従来のように細かな仕様を定めるのではなく、性能発注といって“性能を満たしていれば細か

な手法は問わない”発注方式により業務をゆだねます。この違いによって民間のノウハウが発揮され、

ＰＦＩのメリットが発生します。

従来の公共事業では、施設の設計、建設の際に必要な費用は公的資金で対応していましたが、ＰＦＩ

事業では、設計、建設に必要な資金の一部を民間が調達します。これにより、地方公共団体は建設

時期に一度に資金を支出する必要がなくなり、提供されるサービスの対価として民間に資金を支払い

ます。民間は地方公共団体からの支払いを受け、その収入をもって金融機関に借入金を返済します。

このことを、ＰＦＩ手法導入の効果の一つである財政負担の平準化効果といいます。

４．一般的なＰＦＩの事業スキーム
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※ＶＦＭ Value For Money の略。 

支払い（Money）に対して最も価値の高いサービス（Value）を供給するという考え方であり、従

来の方式と比べてPFI の方が総事業費をどれだけ削減できるかを示す割合のことで、PFI 事業におけ

る最も重要な概念の一つ。






